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福島県議会は新体制へ福島県議会は新体制へ
　我々県議会議員の任期も折り返しを迎え、令和７年11月12日に
開催された臨時会において、新たに議長・副議長、そして各常任委
員会の委員長・副委員長が選任されました。
　このたび私は、新たに商労文教委員会副委員長および議会広報委
員会委員長を拝命いたしました。

　10月17日、福島県日台友好
議員連盟として台北駐日経済
文化代表処を訪問いたしまし
た。佐藤政隆会長、事務局長の
私渡辺が出席し、今回の訪問は
坂本竜太郎衆議院議員のご紹
介により実現したものです。
　当日は、蔡明耀副代表、林彦
廷政務部課長にご対応いただ

き、温かくご歓待いただきました。このたび、台湾花蓮水害に対する義援
金10万円を贈呈し、当日は目録をお渡しいたしました。義援金は、台湾
の「内政部（日本の総務省に相当）」の管轄にある財団法人「賑災基金会」
へ振り込みを完了しております。今後も、福島県と台湾との絆を一層深
め、相互の信頼と友好を基盤とした交流促進に努めてまいります。

　11月５日、東京都内で開かれた北朝鮮による
拉致問題の「国民大集会」に出席しました。
　私たち福島県議会拉致議連からは、12名の
議員が参加しました。
　高市早苗総理大臣からは、拉致問題について
「我が国が主体的に取り組む」「解決に向けては
手段を選ばない」との強い決意が語られました。
さらに、北朝鮮に対して日朝首脳会談の開催意

思を伝えていることも明らか
にされました。
　その発言からは、総理の強
い覚悟と、必ず解決へ導くと
いう確固たる意思が伝わって
きました。

商労文教委員会副委員長として
　商労文教委員会は、商工労働部、企業局、教育委員会、労働委員
会の所管に関する事項を審議する常任委員会です。
　企業誘致や産業育成、福島空港の利活用といった地域産業政策、
さらに義務教育から高等教育までの幅広い教育分野を対象としてい
ます。
　私は県議として２度目の商労文教委員会での活動となります。こ
れまでの経験を活かし、県民の声をしっかりと反映できる委員会運
営を心がけ、実効性ある政策審議を進めてまいります。

議会広報委員会委員長として
　議会広報の使命は、県議会の活動を県民の皆さまに「どう伝える
か」、そして「どのように伝わっているか」を常に見つめ直すこと
にあります。
新聞・テレビ・SNS・YouTubeなど多様な媒体を通じて発信を続

けておりますが、果たしてその情報がどれほど県民の皆さまに届き、
理解され、共感を得ているのか――今まさにその検証と改善が求め
られています。
　私は委員長として、これまでの「伝える広報」から一歩進め、
「伝わる広報」への転換を目指します。議会広報は、議会と県民を
つなぐ「顔」であり、「信頼の窓口」です。県民の声に真摯に耳を
傾け、分かりやすく、心に届く広報づくりを進めてまいります。

地域の要望を届けていきます
県道下松本鏡石停車場線の境界ブロック補修が完了しました

　須賀川市保土原区内の江花川～保土
原集会所周辺において、境界ブロックの
劣化が進み歩道と車道の境が不明瞭に
なっていたため、地域の方々から「子ども
達の通学が不安」との声をいただいてい
ました。
　９月に保土原区長から正式に要望を受
け、県土木事務所へ依頼。10月30日まで
に工事が完了しました。
　地域の安全を守るために迅速に対応し

ていただいた関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。今後も地域
の皆様の要望をしっかりと届け、実現に向けて取り組んでまいります。
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1 市町村財政について
渡辺
　須賀川市は、経常収支比
率が101％であり、人件費、
扶助費、庁舎管理費等が５年
間で30億円以上増えてい
る。須賀川市においては、令
和元年東日本台風、新型コ
ロナウイルス感染症、物価高対策、東日本大震災で倒壊した庁舎、公
共施設の建て直し、市民交流センターの新設など、これらの維持管理
費が増大し経常収支比率が上昇している。県内の市町村全体的に経
常収支比率が上昇しており、今後、県内全市町村の問題となると思わ
れる。中長期の財政診断、財政計画の策定も必要だが、やはり市町村
が求めているのは地方交付税の確保である。県は市町村と一体と
なって、交付金の確保に向けて努力すべきと思うが県の考えを聞く。
市町村財政課長
県としては、地方財源の充実確保に向けて、６月の政府要望や全国

知事会、北海道・東北知事会等を通じて国に対しこれまでも様々な要
望を行ってきた。市町村財政が困難な状況にあることを踏まえ、引き
続き国にしっかりと訴えていく。
渡辺
　国へ要望しているとの答弁であるが、実際にはその要望内容は多
くの項目の中の一つである。本県の復興として浜通り12市町村に力
を置いてるため、そのほかの市町村で今財政危機の問題が起きてい
る。このことに対して浜通り以外の市町村から非常に大きな不満が出
ていることも踏まえて、県の要望の優先順位を上げてほしい。

2 市町村の負担について
渡辺
　県市長会からの予算要望では、県の施策立案に当たっては市町村
の負担を前提としない制度とするか、または新たに市町村の負担を
伴うものについて十分な時間をとり事前に各所と調整するとの内容
である。県の事業に対して市が一部負担する、国の事業に対して市が
一部負担するような制度は限界が来ているという実情から、１丁目１
番地に要望として上がっている。そうした背景を踏まえて今後の県の
施策の在り方について県の考えを聞く。
市町村財政課長
　市町村の実情をとらえた負担の在り方については、各関係部局
において多様な補助金や事業施策があることから、県と市町村が
同じ方向を向いて進めていけるよう、共通認識を持てるよう協議
していく。
渡辺
　次に、新たな市町村負担を伴う県の施策立案に係る調整について
は、県の財政面からどのように考えるのか。
市町村財政課長
　市町村からの要望等を踏まえぜひ検討していきたい。
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